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問 い 合  せ 先 

高齢者 続発生気胸 臨床的特徴 関す 研究 お知 せ 

 

帝京大学医学部附属病院 以下 研究 行い す。 

本研究 、倫理委員会 審査 受け承認さ た後 、関連 研究倫理指針 従っ 実施さ す。 

研究期間  2023 年 8 月 29 日        2025 年 12 月 31 日 

 

〔研究課題〕  

高齢者続発性気胸症例 臨床的特徴 解析 

〔研究目的〕  

高齢者 発生す 続発性気胸 原発性自然気胸 比較し 低肺機能、複数 併存疾患 様々 臨床背景

つこ が多く、発症す 難治化し すいこ が知 い す。病態が複雑 あ こ 、併存疾患 た

治療介入 高い 伴うた 、治療介入 方法 つい 様々 議論が さ い すが、

く分かっ い いこ が多い す。過去 高齢者続発性気胸 臨床像 治療成績 解析す こ

っ 、治療介入 効果予測因子 介入 適切 明 か す こ が本研究 目的 す。 

〔研究意義〕  

高齢者続発性気胸 適切 治療介入 そ 適切 判断時期 推定 き こ す。 

〔対象 研究方法〕  

2010年4月か 2023年3月 間 当院 おい 気胸 対し 胸腔 要した症例 うち、50歳以

上かつ十分 臨床情報が得 た患者さ 対象 し い す。過去 高齢者続発性気胸 臨床像 治療成

績 解析し す。実際 使用す 入院し いただいた き 診療記録 参考 させ いただく

た 、追加 検査 おこ った 情報聴取 おこ った す こ あ せ 。 

〔研究機関名〕 帝京大学医学部外科学講座 

〔個人情報 取 扱い〕 

 本研究 得 たす 特定 個人が識別 き い状態 加工さ 解析さ す。本学 、

研究終了後 等 倫理委員会事務局 提出し、10年保管後 廃棄し す。対象患者さ

が 使用拒否 申し出た場合、情報 速 か 削除し す 

対象 患者さ 、ご自身 検査結果 研究 使用 ご承諾いただけ い場合 、研究 つい

詳しい内容 お知 たい場合 、下記 問い合 せ先 ご連絡下さい。 

ご協力 しくお願い申し上げ す。 
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